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研究成果の概要（和文）：サーチ理論に関する研究では、個別サーチ活動と投票による集団サーチ活動に違いがあるの
かを経済実験から検証した。求人企業と求職者のマッチングの効率性に関する研究では、マイクロデータを使用したマ
ッチング関数の推計とサーチ活動の期間と再就職後の勤務年数の関係を検証した。Kudoh and Sasaki(2011)の労働需要
モデルがデータの説明力が高いかを日本の集計データを利用して確認した。ローテーションと配置転換が自動車工場の
従業員の生産性に影響を与えたかを検証した。配置転換やローテーションによって新しいタスクを任されるが、OJTに
よって生産性は向上すると従業員は認識する。

研究成果の概要（英文）：My research consists of four topics. First, I investigate a difference of search b
ehavior between in individual search activity and in committee search activity under various voting rules 
from experiments. In terms of the research about job matching efficiency, secondly, I estimated a matching
 function using large-sized Japanese micro-data and additionally explored a relationship between search du
ration and tenure at a rehired firm. The third is that I compared Kudoh and Sasaki (2011) with raw data on
 the Japanese labor market and showed how much the model explained a fluctuation in cyclical behavior. Fin
ally, I explored the effect of job rotation and reallocation on individual productivity through OJT, using
 an original data from a Japanese automobile maker.
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１．研究開始当初の背景 
2010 年度ノーベル経済学賞はサーチ理論

を開拓してきたダイアモンド教授、モルテル
セン教授、ピサリデス教授が受賞した。労働
市場において求職者と求人企業が出会いに
くい状況を描写する「摩擦」をモデルに導入
することによって、これまでの伝統的な労働
供給・需要分析とは違い、均衡状態でも内生
的に失業を発生させることに成功した。この
モデルから失業対策の効果を分析すること
が可能となった。彼らの功績によってサーチ
理論は失業研究の主流となり、多くの研究成
果が報告されてきた。しかし、まだまだ残さ
れた課題は多い。本研究では、労働市場にお
ける求職者と求人企業のマッチング効率性
を決定する要因を解明する。具体的には、求
職者と求人企業のマッチング効率性を賃金
上昇率、新たな就職先での定着率、そして求
職期間の 3種類の指標に分け、各指標が相手
と出会う過程（遭遇過程）と出会ったうえで
雇用契約を受諾する過程(受諾過程）のうち
どちらのマッチング過程の改善で効率性が
向上するのかを『職業安定業務統計』（厚生
労働省）の集計データやアンケート調査を利
用して検証する。更に、遭遇過程と受諾過程
におけるマッチング効率性の変動がどれだ
け景気変動と相関するかをベイズ推計モデ
ルから検証を行う。 
 
２．研究の目的 

サーチ理論の枠組みから、雇用創出・喪失
の変動と景気変動との相関関係を探ること
は、最近のマクロ経済学において重要はトピ
ッ ク の １ つ で あ る 。 Mortensen and 
Pissarides (1994)のモデルは、労働市場の変
動がどれだけ景気変動を説明するかを検証
するために多くの研究で活用された(Shimer 
2005, 2010). Cheremukhin and Echavarria 
(2010)は労働市場の変動と景気変動の相関性
は高く、そして労働市場の変動の大部分はマ
ッチング効率性と連動していると米国のデ
ータを使用して示した。従って、マッチング
効率性の変動が失業の変動を通じて景気循
環に大きな影響を与えている（または与えら
れている）と考えられる。日本でも同様なこ
とがいえるのであろうか。日本のデータを利
用してマッチング効率性と景気変動の相関
を探ることは、今後のマクロ経済運営の観点
から検討する必要があると考える。 

 
３．研究の方法 
（１）佐々木(2007)の拡張として、『職業安
定業務統計』（厚生労働省）から得られる都
道府県別・職業安定所別データを利用する。
分析方法は、二段階に分割する。マッチング
過程の第一段階である遭遇過程では、説明変
数を求人数と求職者数とし紹介件数を被説
明変数とした遭遇関数を推定する。そして第
二段階である受諾過程においては、就職件数
を紹介件数で受諾関数を推計する。受諾関数

の推定において、説明変数である紹介件数は
内生変数である可能性が高い。その場合、推
計値にバイアスが生じることになる。そのバ
イアスを除去するために適切な操作変数を
遭遇関数の説明変数に加える必要がある。
佐々木（2007）では紹介件数の内生性問題ま
で対処していなかった。上記のデータを関連
省庁（厚生労働省、総務省、労働政策研究研
修機構）から収集し、研究目的に適するよう
にデータを加工する。そして、データの基本
的な記述統計をまとめてから、推計分析を始
める。本研究では、基本的に個人で研究をす
すめる。研究と同時に、関連論文を読んだり、
研究会・学会（国内・国外）に出席したり、
この分野の知識を身につける。 
 
（２）求人企業と求職者のマッチングの効率
性は、求職期間だけで測れない。求職期間が
短いからといって悪質な企業に就職しても、
それはマッチングの効率性が高いとは決し
ていえない。したがって、マッチングの効率
性を包括的に測定するには、新たな職を得る
ことのよってどれだけ賃金が上昇したか、そ
して新たな職の定着率はどれだけかを観察
する必要がある。しかし、『職業安定業務統
計』（厚生労働省）の集計データからは新た
な職の賃金と定着率を測ることはできない。
そのためには、自らアンケート調査を実施し、
必要なデータを収集する必要がある。データ
収集の方法としては、アンケート調査委託業
務会社（日経リサーチなど）に依頼し、求職
者と職業安定所の紹介で就職した人を対象
にしたアンケート調査に回答していただく。
予算や時間の制約があり、全国でアンケート
調査を実施することはできず、局所的な研究
になる。しかし、これまで収集が困難であっ
た二つのマッチング効率性を示す指標を数
値化することに意義があると考える。 
 
（３）最近のマクロ経済学の潮流として雇用
創出・喪失の変動と景気変動との相関関係を
探ることに注目が集まっている。本研究の目
的は、日本の集計データ（GDP 成長率、失業
率）を利用して、求人企業と求職者のマッチ
ング効率性の変動と景気変動の相関性を検
証する。欧米のデータを利用した研究
（Shimer 2005, 2010）は多くあるが、日本
のデータから分析した研究はまだ数少ない。
そのため、サーチ・フリクションを労働市場
に導入した動学的確率的一般均衡モデル
（DSGE）を構築する。その後、集計データか
らモデルをベイズ推定方法から推計する。推
計結果から、マッチング効率性の変動が失業
の変動を通じて景気循環に大きな影響を与
えている（または与えられている）のかを検
証する。更に、モデルが実際のデータと有意
にフィットしているのかを検討する。実際の
データに対してモデルが適正であると判断
できたら、政策変数（失業手当やマッチング
技術の向上）がマッチング効率性や失業率の



変動にどのような効果をもたらすかをシミ
ュレーションする。必要なデータは関連省庁
（内閣府と総務省）から得る。 
 
（４）学会（国内・国外）、研究会やセミナ
ーで研究成果を報告し、多方面から意見やコ
メントを頂いて、より一層質の高い論文に仕
上げる。 
 

４．研究成果 
（１）サーチ理論に関する研究では、個別サ
ーチ活動と投票による集団サーチ活動に違
いがあるのかを実際に被験者にプレーさせ
て検証する経済実験を実施した。この論文は
European Economic Review に掲載された。 
 
（２）求人企業と求職者のマッチングの効率
性に関する研究では、2本の論文を発刊した。
１つ目は、マイクロデータを使用したマッチ
ング関数の推計で、日本の労働市場における
マッチング関数の形態を統計的に示した。こ
の論文はJapanese Economic Review に掲載
された。もう１つの研究は、サーチ活動の期
間と再就職後の勤務年数の関係を検証した。
時間を掛けて求職すればマッチした仕事に
再就職できるはずなので勤務年数は長いと
仮定した。結果は必ずしも仮定を支持するも
のではなかった。この論文は、Journal of the 
Japanese and International Economies に
掲載された。 
 
（３）Kudoh and Sasaki(2011)の労働需要モ
デルが従来の労働供給モデルよりもデータ
の説明力が高いかを日本の集計データを利
用して確認した。労働需要モデルでは、採用
する際にサーチ・フリクションがある状態で、
企業が最適な労働者数と労働時間を決定す
る。カリブレーションにより必要なパラメー
タを設定した後、生産性が１次相関で変動す
ると仮定してシミュレーションを行った。そ
の結果、変数の標準偏差をデータと比較する
と、労働者数や労働時間はデータに対する説
明力が高かったが、反対に、失業率や求人率
に関しては説明力が低かった。まだモデルの
改良が必要であると判断する。この論文は２
０１４年の夏には完成する予定である。すで
に国際・国内のセミナーや学会で報告する機
会を得た。 
 
（４）企業内の組織形成が生産性にどのよう
に影響を与えるかを１企業に対するアンケ
ート調査から検証した。ここでは特にローテ
ーションと配置転換が自動車工場の従業員
の生産性に影響を与えたかを検証した。この
工場は需要ショックに対応するために従業
員に対してマルチ・スキルを要求することが
わかった。配置転換やローテーションによっ
て新しいタスクを任されるが、OJT によって
生産性は向上すると従業員は認識する。この
論文は、 Journal of the Japanese and 

International Economies に掲載された。 
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